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五

登
記
名
義
人
等
及
び
前
二
号
の
措
置
に
よ
り
判
明
し
た
当
該
共
有
者
不
明
土
地
の
共
有
持
分
を
有
す
る
者
と

思
料
さ
れ
る
者
に
対
し
て
、
当
該
共
有
者
不
明
土
地
の
共
有
持
分
を
有
す
る
者
を
特
定
す
る
た
め
の
書
面
の
送

付
そ
の
他
の
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
措
置
を
と
る
こ
と
。

第
二
十
五
条
中
「
第
十
三
条
及
び
第
十
四
条
」
を
「
第
十
四
条
及
び
第
十
五
条
」
に
、「
第
十
三
条
第
二
項
」を「
第

十
四
条
第
二
項
」
に
、「
第
十
四
条
中
」
を
「
第
十
五
条
中
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
六
条
と
す
る
。

第
二
十
四
条
中
「
第
十
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
」
を
「
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
」
に
、「
第
十
条
第
二
項
」

を
「
第
十
一
条
第
二
項
」
に
、「
第
十
二
条
中
」
を
「
第
十
三
条
中
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
五
条
と
す
る
。

第
二
十
三
条
中
「
第
八
条
及
び
第
九
条
」
を
「
第
九
条
及
び
第
十
条
」
に
、「
第
八
条
第
二
項
」
を
「
第
九
条
第
二

項
」
に
、「
第
九
条
第
一
項
」
を
「
第
十
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。

第
二
十
二
条
中
「
第
六
条
及
び
第
七
条
」
を
「
第
七
条
及
び
第
八
条
」
に
、「
第
六
条
第
二
項
」
を
「
第
七
条
第
二

項
」
に
、「
第
七
条
第
一
項
」
を
「
第
八
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
三
条
と
す
る
。

第
二
十
一
条
中
「
第
五
条
」
を
「
第
六
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
二
条
と
す
る
。

第
二
十
条
中
「
第
三
条
及
び
第
四
条
」
を
「
第
四
条
及
び
第
五
条
」
に
、「
第
三
条
第
二
項
」
を「
第
四
条
第
二
項
」

に
、「
第
四
条
中
」
を
「
第
五
条
中
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。

第
十
九
条
中
「
第
二
条
の
」
を
「
第
三
条
の
」
に
、「
第
二
条
第
二
項
」
を
「
第
三
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を

第
二
十
条
と
す
る
。

第
十
八
条
中
「
第
一
条
」
を
「
第
二
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
九
条
と
し
、
第
十
七
条
を
第
十
八
条
と
し
、
第

十
四
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
十
三
条
第
二
項
第
四
号
中
「
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
を

第
十
四
条
と
し
、
第
十
二
条
を
第
十
三
条
と
し
、
第
二
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

第
一
条
の
見
出
し
中
「
避
難
解
除
等
区
域
復
興
再
生
計
画
」
を
「
福
島
復
興
再
生
計
画
」
に
改
め
、
同
条
中
「
福

島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）」
を
「
法
」
に
、「
避
難
解
除
等
区
域
復
興
再
生
計
画
」
を
「
福

島
復
興
再
生
計
画
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
福
島
農
林
水
産
業
振
興
施
設
）

第
一
条

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法
（
以
下
「
法
」と
い
う
。）第
七
条
第
四
項
第
一
号
の
政
令
で
定
め
る
施
設
は
、

主
と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
施
設
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
農
林
水
産
省
令
で
定
め
る
施
設
と

す
る
。

一

法
第
七
条
第
四
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
実
施
区
域
に
お
い
て
農
林
水
産
物
を
生
産
す
る
事
業

二

福
島
農
林
水
産
物
（
前
号
に
掲
げ
る
事
業
に
よ
り
生
産
さ
れ
た
農
林
水
産
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。）を
加
工
す
る
事
業

三

福
島
農
林
水
産
物
又
は
そ
の
加
工
品
を
販
売
す
る
事
業

四

福
島
農
林
水
産
物
を
調
理
し
て
供
与
す
る
事
業

五

福
島
農
林
水
産
物
に
由
来
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
電
気
に
変
換
す
る
事
業

（
内
閣
府
本
府
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

内
閣
府
本
府
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
三
号

及
び
附
則
第
四
条
第
一
項
中
「
、
同
法
第
七
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
復
興
交
付
金
事
業
計

画
に
関
す
る
こ
と
、同
法
第
七
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
復
興
交
付
金
の
配
分
計
画
に
関
す
る
こ
と
」を
削
り
、「
復

興
推
進
事
業
、」を
「
復
興
推
進
事
業
及
び
」
に
改
め
、「
及
び
同
法
第
七
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
復
興
交
付
金
事

業
等
」
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
復
興
庁
組
織
令
附
則
第
七
条
第
三
項

の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
特
許
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

２

特
許
法
第
百
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
許
料
の
軽
減
若
し
く
は
免
除
若
し
く
は
そ
の
納
付
の
猶
予
若
し

く
は
同
法
第
百
九
十
五
条
の
二
の
二
の
規
定
に
よ
る
出
願
審
査
の
請
求
の
手
数
料
の
軽
減
若
し
く
は
免
除
又
は
特
許

協
力
条
約
に
基
づ
く
国
際
出
願
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ

る
国
際
出
願
に
係
る
手
数
料
の
軽
減
若
し
く
は
免
除
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特
許
法
施
行

令
第
十
条
（
第
六
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
は
、
復
興
庁
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
十
一

条
に
規
定
す
る
期
間
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号
中
「
申
請
日
に
お
い
て
、」と
あ
る

の
は
「
申
請
日
に
お
い
て
、
復
興
庁
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
四
十
六
号
）
第
三
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
」
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

農
林
水
産
大
臣

野
上
浩
太
郎

経
済
産
業
大
臣

梶
山

弘
志

重
要
施
設
の
周
辺
地
域
の
上
空
に
お
け
る
小
型
無
人
機
等
の
飛
行
の
禁
止
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
二
年
十
月
二
日

内
閣
総
理
大
臣

菅

義
偉

（
特
許
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

特
許
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
六
号
中
「
第
八
十
三
条
」
を
「
第
八
十
六
条
」
に
、「
認
定
重
点
推
進
計
画
に
」
を
「
認
定
福
島
復
興
再

生
計
画
に
」
に
、「
第
八
十
一
条
第
二
項
第
四
号
」
を
「
第
七
条
第
六
項
」
に
、「
認
定
重
点
推
進
計
画
の
」
を
「
認
定

福
島
復
興
再
生
計
画
に
期
間
の
定
め
が
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
」
に
改
め
る
。

（
災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

災
害
対
策
基
本
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
二
百
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
中
「
国
際
博
覧
会
推
進
本
部
が
置
か
れ
て
い
る
」
を
「
復
興
庁
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
」に
改
め
る
。

附
則
第
三
項
中
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
推
進
本
部
」
を
「
国
際
博

覧
会
推
進
本
部
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
項
中
「
復
興
庁
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
の
」
を
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
・
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
推
進
本
部
が
置
か
れ
て
い
る
」
に
改
め
る
。

（
復
興
庁
設
置
法
第
四
条
第
二
項
第
三
号
イ
及
び
ロ
の
事
業
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

復
興
庁
設
置
法
第
四
条
第
二
項
第
三
号
イ
及
び
ロ
の
事
業
を
定
め
る
政
令
（
平
成
二
十
四
年
政
令
第
二
十
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
次
条
第
三
十
号
」
を
「
次
条
第
二
十
九
号
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同

条
第
十
五
号
中
「
第
八
号
又
は
第
十
一
号
」
を
「
第
七
号
又
は
第
十
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
四
号
と
し
、

同
条
中
第
十
六
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
十
七
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
八
号
を
第
十
七
号
と
し
、
同
条
第
十
九

号
中
「
第
十
一
号
」
を
「
第
十
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
八
号
と
し
、
同
条
第
二
十
号
中
「
第
十
一
号
」
を

「
第
十
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
九
号
と
し
、
同
条
中
第
二
十
一
号
を
第
二
十
号
と
し
、
第
二
十
二
号
を
第

二
十
一
号
と
し
、
同
条
第
二
十
三
号
中
「
第
十
一
号
」
を
「
第
十
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
十
二
号
と
し
、

同
条
第
二
十
四
号
中
「
第
十
一
号
」
を
「
第
十
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
十
三
号
と
し
、
同
条
第
二
十
五
号

中
「
第
十
一
号
」
を
「
第
十
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
十
四
号
と
し
、
同
条
第
二
十
六
号
中
「
第
十
一
号
又

は
第
二
十
四
号
」
を
「
第
十
号
又
は
第
二
十
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
十
五
号
と
し
、
同
条
中
第
二
十
七

号
を
第
二
十
六
号
と
し
、
第
二
十
八
号
か
ら
第
三
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。
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